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一

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕

│
│
80
行
〜
122
行
│
│

小 

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。

上
部
に
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
80
〜
122
行
は
、
朱
の
加
筆
（
文
字
、
ヲ
コ
ト
点
、
返
り
点
、
切
り
点
、
連
絡
線
な
ど
）
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。



二

朱
の
加
筆
部
分
は
、
赤
色
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
80
〜
122
行
は
墨
の
斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
斜
線
は
省
略
し
た
。

翻
字
は
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
汲
古
書
院
）
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
但
し
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
略

字
は
原
則
的
に
現
行
の
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
漢
字
は
、「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」「
廾
廾
（
菩

薩
）」
で
あ
る
。
片
仮
名
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
古
、
乙
類
の
コ
は
己
、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、

ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」
と
表
記
し
た
。

ヲ
コ
ト
点
は
、
凡
例
末
尾
の
「
ヲ
コ
ト
点
図
」
参
照
。
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
記
し
た
。
返
り
点
・
一
二
三
点
は
、
文
字
の
傍
に

付
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、そ
の
文
字
の
左
下
、送
り
仮
名
が
あ
る
場
合
は
そ
の
左
下
部
に
記
し
た
。
切
り
点
は
す
べ
て
「
、」

で
示
し
た
。
100
行
に
み
ら
れ
る
返
読
を
送
る
点
は
「
／
」、
受
け
る
点
は
「
＼
」
で
示
し
た
。

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
↓
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
↑
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
↓　

↑
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□　
＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字

〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。
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三

【
解
説
】

▼
原
本
の
状
態
に
つ
い
て
。

▽
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
。

【
読
み
下
し
文
】

一
行
分
の
空
白
が
あ
る
部
分
で
、
三
段
落
（
80
〜
95
行
、
96
行
〜
100
行
、
101
〜
122
行
）
に
区
切
っ
た
。【
文
意
】【
語
注
】
も
同
じ

で
あ
る
。

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。

原
則
的
に
朱
の
書
入
れ
に
従
っ
て
読
み
下
し
、
墨
ま
た
は
朱
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
は
省
略
し
た
。

朱
の
連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
連
絡
線
⑫
で
挟
ま
れ
て
い
る

部
分
は
、（
⑫
薬
師
如
来
を
…
）
と
し
た
。

【
文
意
】

現
代
語
訳
を
中
心
に
す
る
が
、
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

【
語
注
】

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
、
読
み
下
し
文
に
よ
る
。



四

「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。

『
総
索
引
』
は
、
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
略
。

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
│
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
│
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
│
１
行
〜
40
行
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十

六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
│
41
行
〜
79
行
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五

年
三
月
））
の
続
稿
で
あ
る
。

コ
ト

コ
ト

ヲ
モ
テ

タ
リ

テ

ハ

ニ

リ

セ
リ ト

キ

ス

ヲ ト

ノ



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

五

808182838485868788



六

86878889909192939495



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

七

949596979899100101102



八

100101102103104105106107108109110



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

九

106107108109110111112113114115116117119 118



一
〇
一
〇

117118119120121122123124125126



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

一
一
一
一

【
翻
刻
】（
80
〜
122
行
）

80　
　
　

旦
主
某
甲
、
掃ハ
灑ソ
三
尊
の
福
庭
を
、
荘
厳
四
徳
の
寶
殿
を
、
⑫
↓　

薬
師
如
来
ヲ
敬謹　

心
内
ニ
法

81　

華
一
経
乗　

堪
能ノ供
具
ヲ
捧
三
業
之
頂　

↑
⑫
供
養
薬
師
如
来
を
、
講
奉
仕
八
之
法
会
志

82　

者
云
、
夫
⑬
↓
報
恩
高
行
↑
⑬
世
雄
之
尊
徳
ハ
、
魏
々
難
測
、
大
乗
之
妙
典
は
、
蕩
々
牢　
レ
双ナラ
フこ
と
、

83　

是
以
、
世
間
出
世
ニ
難ク
値
こ
と
難キ
は　
レ
聴
こ
と
、
无
上
尊
ノ
教カ
ナ
リ
、
天
上
天
下
に
最
勝
最
尊坐
こ
と
は
、
三
寶
ノ

84　

境
界カ
ナ
リ
、
是
以
雪
山
之童
子
ハ
大
土
ハ　

為
に　
二
八
字　
一
命
を
施セリ
羅
刹
、
薩
埵
王
子
ハ　

為　
二
菩
提　
一
身
を

85　

捨　
二
飢
虎　
一
、　

四
恩
中
に
難ク
報
難
は　
レ
窮
者　

不　
レ
過　
二
父
母
之
恩
に
は　
一
、　

所
以　

須
闡
太
子
ハ
割ホフ　二

86　

身
ヲ　
一 

済給ヒ　二
父
母
カ
命ミ　
一
、
忍
辱
太
子
は
穿
て　
レ
眼
ヲ 

療イ
ヤ

り　
二 

父ノ公
病ミ　
一
、
然
則
、
知　
レ 

恩
を
厳カサ
こ
と
は　
レ
徳　

菩
薩
の
雅

87　

迹　
一 

行ナリ　

弃
恩
を
忘
こ
と
は　
レ
徳　

凡
夫
の
陋カタ
行ナリ、
丁
蘭
ハ
雕
キ
サ
て　
二
木
ヲ　
一 

為セリ　レ
母
、
重
尺
ハ
鑿
ヱ
リ
て　
二
石
ヲ　
一 

為セリ
父
ト
、
⑭
↓

88　

曹
娥
入砕肝
水
而
探
サ
ク
父
尸　

會
稽
哭
血 
覓
施
墓
　父
骸
↑
⑭
宏
提
は
作
て　
二
官
の
奴　
一
而
贖
タ
リ　
二
父
罪　
一
、
董
永
は
売テ　
二

89　

身　
一
葬
而

り　
二
父
尸　
一
、
⑮
↓　

重
華
ハ
⑯
↓
擔オヒ 

盲モテ 

父
而
↑
⑯
耕
タ
カ
ヘ
歴
山
而　
作
養
盲
父　

畢
ハ
寺
側
ニ
作
テ
舎
ヤ
ヲ

90　

求
育
老
母
ヲ

91　

菜
順
ハ
採
桑クハ
子 

供
母　

孟
仁
抜
霜
筝
奉
祖　

張
敷
対
扇
恋
母

92　

↑
⑮
然
則　

至
貴
至
寵
オ
モ
は
、
父
母
ナ
リ　
一
、
叵
カ
タ
ク　
二
忘　
一
叵
カ
タ
キ
ハ
忍  

親
子
ナ
リ
、、
況
復
三
寶
徳
海
ハ
、
広-

大

93　

无-

辺
に
て
極
て
峻
タ
カ
ク
極
て
奥大坐
、
若
一
恭ヒ
一
礼上
と
き
に
は
者
万ノ
劫
不　
レ
忘給
、
片
カ
タ
カ
ト
ノ
報
片
贈
オ
ク
リ
物
ヲ
ハ
、
千ノ

94　

生
ニ
相
祐給フタ
ス
ケ　
一　

長
世
の
勝
君
、
久
劫
の
貴
親
大
坐
、

95　

伏
惟　

旦
主
、　

為
性
、
具

ソ
ナ
ヘ　二
仏
心　
一
而
深

世
│
網
、
自
然
韜
て　
二
悲
智　
一
而
厚
好　
二
浄
行　
一
、
幼
児
離
某
芳
懐

今
日

量

カ
タ
シ

叵

ク
ラ
へ

荘
シ
ツ

忘
レ



一
二
一
二

96　

内
独
思
惟ク
は　
一
、
正
報ム
に
は　
二
四
恩
を　
一
不シ　
レ
如
出　
二
山
林　
一
臨
て
行
に
は　
二
正
道　
一
、
反
離
某　

遠
向
て　
二
深
山
に　
一
樹
下　

岸
谷

を
為シ
室
、

97　

草
の
葉
木
の
皮
を
為
す
衣
、
澁シフ
果クタ苦
菜クサ
ヲ　

採ツミ
係
カ
ケ　
二
危露
命
を　
一
、
滑
ナ
メ
リ
朽
ク
チ
タ
ル物　

酢
ス
キ
子ミヲ
、
拾
ヒ
ロ
ヒ

テ　
　

98　

助　
二
弱
身
ヲ　
一
、
百
結
ノ
納
セ
ル
衣
を
も
て　

纔
隠　
二 

露アラ
身
ヲ　
一
、
五
綴
の
瓦スヱ
鉢
を
も
て 

少ス古
シ充　

二
飲
器
に　
一
、
黄
金
白
玉
ヲ
ハ
与　
二

瓦カハ
99　

石イ　
一
同
り
、
青アヲ
珠
赤アカ
タ
マ
ヲ
ハ
共　
二
沙イサ
土ツ　
一 

斉
り
、
朝
に
は
俳
タ
ヽ
ス　
二
岑
上　
一
而
見
て　
二 

雲
霞
之
飛
交　
一
、
夕憶
父
公
ヲ
に
は
居て　
二
谷
底　
一

而
100　

聞
て　
二
禽
獣
鳴
遊アソ　一　

如思出
上
ル
母
氏
ヲ
、

是
雖/

修
て　
二
出
離　
一
而
恋　
二
慕シノ／
父
母
ヲ　
一
朝
夕
難　
レ
忍
、
於
此　

帰
至
本
郷
云

101　

内
稍
ヤ
ヲ
惟
忖ク
、
三
界
千
隈
は
自　
レ
古
有　
レ
苦
之
区
、
六
道
万
生
は
于　
レ
今
无　
レ
楽
之
身ナリ
、
歳
去ユケハ
形
モ
衰
ヌ
、

102　

月
来
ク
レ
ハ　

命モ
促ヌ
ツ
ヽ
、
今
夕
は
雖　
レ
存
明
ア
ス
旦
ハ
死
別ヌ
、
錦
綾
ニ
美
服
ケ
レ
ト
モ
、
成ヌ　
二
血
膿
汁
之
盈
池　
一
、

103　

脂-

粉
ニ
塗
ヌ
リ
荘モ
と
身
為ヌ　
二
松
下
墨　
一
、
黒
髪
靡ナヒト
モ　
二
首
ニ　
一
反
て
作ヌ
白
瓠
ヒ
サ
、
紅
の
色
の
繊
ソ
ヒ
肘
タ
ヽ
は

104　

忽
成ヌ　
二
朽
骨　
一
、
結ヒシ　二
極
てレル愛
ウ
ル

　

一
を
夫
妻
モ
塞
フ
タ
キ　
二
門
を　
一
避
て　
レ
外
不
ナ
リ
ヌ　レ
入　
二
己
家
に
モ　
一
、
垂シ　
二 

至レル
悲　
一
親
子
モ
、
薫
フ
ス
ヘ　二

105　

鼻
ヲ　
一
以　
二
桃
笞　
一 

打
て　
三 

不ナ
リ
ヌ

　
レ 

令　
レ 

語
カ
タ
、
雖
春
野
ニ
ハ
彩
花
開
ト
モ　
二
死
尸
辺　
一
者
毛
ミ
ノ
ケ
堅
不
ナ
リ
ヌ　レ
採
トラ
、

106　

秋
菀
ニ
ハ
甘
菓
生ナレト
モ　
二
白
骨
側
ニ　
一
驚
畏
て
捨
て
走ヌ
、
為　
二
如
是
身
命　
一
不
て　
レ
顧　
二
罪
福
因
果
ヲモ 　
一

107　

多
造リ　
二
違-

教
違-

理
之
罪
ヲ　
一
、
不シテ　レ
恐　
二
三
途
八
難
ヲ
モ　
一
犯
す　
二
自-
作
教-

他
之
悪　
一
、
由
て　
二 

如
是
罪
に　
一
独

108　

輪
車
ノ
ワ
如
廻
ツ
　ヽ
二
四
生
之
区
ニ　
一
百
嘆
ト
モ
何
及
ム
、
但
有
ア
リ
、
功
徳
大
助
耳
、
成
ヘ
シ
ト
シ
テ

　
二
現
在
当
来ノ

ヒ
ラ

ク
ル

ナ
リ
シ
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一
三
一
三

109　

之
勝
粮
ト
ハ　
一
、
由
て　
レ
此
荘
厳
父
母
現
在
安
隠
大
期
之
時
令
被
引
道
、
自
モ
亦
於　
二
自
利
々
他

110　

之
善
事　
一
悉
除キ　
二
災
難　
一
臨　
二
命
終
に　
一
時
に
は
往　
二
生ム
浄
琉
璃
浄
土　
一
、
村
里
道
俗モ
同
被
て　
二
護
念　
一
増　
二-

長セム

111　

福
寿　
一
、
広
ハ
生
々
の
四
恩
、
五
趣
四
生
、
普
資所
て　
二
此
願
に　
一
離
苦
得
楽
メ
ム
ト
シ
テと　一
、
深
慕
シ
ホ
ヒ　

給
リ　

二　

薬
師
如
来ノ

112　

真ノ
身
妙タヘ
躰
ヲ　
一
、
仰　
て
憑
上
リ
テ　
二
現
在
当
来
ノ
法
ノ
親
聖
ノ
君
ト　
一
、
敬テ
造上リ　二
万
徳
ノ
金
容
ヲ　
一
謹テ

113　

図
上
ル　
二 
福
智
又
百
福ノ
相
好
ヲ　
一
、
工
ハ
此
雖　
二
世
間
巧　
一
而
極
た
り　
二
天
上
ノ
毘
紐
之
美
テ
ヲ　
一
、
珎
ハ
乃
雖　
二
人
間
ノ
寶　
一

114　

而
尽リ　
二
浄
土
ノ
无
漏
ノ
荘
を　
一
、
満-

月
ノ
顔-

容
ハ
開
キ　
二
東
土
之
真ノ
容カホ　一
、
紫
金
ノ
妙
躰
ハ
示
せ
り　
二
琉

115　

璃
界
之 

実ノ
相
カ
タ
チ
ヲ　
一
、
靑
蓮
之
睛
オ
ホ
ミ
メ
ハ
垂
た
り　
二
引
接
之
悲
睫
オ
ホ
ミ
マ
ナ　
一
、
頻
婆
之
口
ハ
吐
イタ
た
り　
二

116　

教
授
之
慈
音
を　
一
、
仰
て
視
者
忽
免
億
生
之
罪重
ヲ
、

117　

府
て
⑰
↓
剋
キ
サ
シ
↑
⑰
念
者
俄
生　
二
万
億
劫
之
善
因　
一
、
仏
子
の
本
懐
、
父
母
二
所
参
て　
二
尊
容
の
前　
一  

恭
敬
供

118　

養上リ
て
令　
レ
裹　
二 

浄
土
妙
因　
一
、
念
与
行
相
違
父
は
以
某
年
月
日
長
逝
、
母
氏
以
某
年
月
日
没
逝
、

119　

愛爰 

仏
子　

沈ミ　
二
百
重
深
孝
ニ　
一
設
て　
二
難
陀
之
信
供　
一
今
日  

供　
二
養上ル善
賢
聖-

衆
⑱
↓
後
賢

120　

哀
哉
今
日
法
事
二
親
存
生
之
日
ニ
遂
ハ
タ
シ
可
物
ヲ
行
奉
仕
令
見
聞　

何　

隔
法
会

121　

不
覲
ミ
ソ
己
哀
涙
⑱
↓
所
設
の
供
具
事己ト

己
ト々清
浄
に
て
堪
諸
仏
の
摂
受
、
所　
レ
修
善
業
物モノ

モ
ノ々美

122　

麗
足リ　
二 　
　

影
向　
一
、

【
解
説
】

▼
80
〜
122
行　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
複
製
本
）
の
中
で
、
こ
の
部
分
に
の
み
朱
の
書
入
れ
（
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
な
ど
）
が
あ
る
。

前

薬廾
廾師



一
四
一
四

墨
の
斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

▽
「
旦
（
檀
）
主
某
甲
」
の
父
母
「
某
」
の
た
め
の
追
善
報
恩
供
養
の
詞
章
。『
諷
誦
文
稿
』
の
中
で
80
〜
122
行
の
み
に
朱
の
書
入

れ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分
の
み
が
単
独
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
法
会
の
本
尊
は
薬
師
如
来
で
、「
法

華
八
講
」（
81
行
）
を
行
う
法
会
。
三
宝
と
父
母
の
恩
徳
を
称
揚
し
、
檀
主
が
報
恩
の
法
会
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
。

表
白
文
（「
法
会
や
修
法
の
時
に
、
そ
の
趣
旨
を
仏
お
よ
び
参
加
し
た
僧
俗
の
人
び
と
に
告
げ
知
ら
せ
る
文
章
」、『
新
日
本
古
典

文
学
大
系
27
本
朝
文
粋
』
文
体
解
説
）
の
平
安
初
期
の
例
に
な
る
か
。

95
行
、
100
行
の
後
に
一
行
分
の
空
白
が
あ
り
、
三
段
に
分
か
れ
て
い
る
。

第
一
段
（
80
〜
95
行
）
は
、
は
じ
め
に
、
檀
主
が
薬
師
如
来
を
供
養
し
、
法
華
八
講
を
行
う
こ
と
を
述
べ
る
。
三
宝
と
父
母
の
恩

を
、
本
生
譚
や
孝
子
伝
の
例
を
引
き
な
が
ら
讃
え
る
。
お
わ
り
に
、
壇
主
が
幼
時
か
ら
道
心
が
あ
り
、
仏
道
修
行
の
た
め
に
親
元
を

離
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

第
二
段
（
96
行
〜
100
行
）
は
、
檀
主
の
経
歴
。
山
林
修
行
に
励
ん
で
い
た
が
、
親
へ
の
思
慕
に
耐
え
切
れ
ず
、
故
郷
に
帰
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
。

第
三
段
（
101
〜
122
行
）
は
、
は
じ
め
に
、
人
の
死
の
無
常
を
対
句
的
な
表
現
で
述
べ
、
生
死
輪
廻
の
歎
き
の
中
で
仏
の
功
徳
の
み

が
助
け
に
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
法
会
を
営
む
と
述
べ
る
。
薬
師
如
来
の
姿
（
図
像
か
）
を
讃
嘆
し
、
檀
主
の
父
母
と
檀
主
自
身

及
び
村
里
の
道
俗
の
浄
瑠
璃
浄
土
往
生
を
願
い
、
檀
主
の
父
母
の
命
日
を
述
べ
、
こ
の
法
会
が
仏
菩
薩
の
摂
受
す
る
に
足
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
終
え
る
。



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

一
五
一
五

【
読
み
下
し
文
】（
80
〜
95
行
）

「
今
日
、
旦
主
某
甲
、
三
尊
ノ
福
庭
ヲ
掃ハラ
ヒ
灑ソソ
キ
、
四
徳
ノ
寶
殿
を
荘
厳
ス
。

（
⑫
薬
師
如
来
ヲ
心
ノ
内
ニ
謹
ミ
敬
ヒ
、
法
華
一
乗
経
、
堪
能
ノ
供
具
ヲ
三
業
ノ
頂
ニ
捧
グ
。）

薬
師
如
来
ヲ
供
養
シ
、
八
講
ノ
法
会
ニ
奉
仕
セ
ム
ト
志
ス
者
ハ
云
。
夫
レ
（
⑬
報
恩
ノ
高
キ
行
ナ
リ
。）
世
雄
ノ
尊
徳
ハ
、
魏
々

ト
シ
テ
測
ル
コ
ト
難
シ
。
大
乗
ノ
妙
典
ハ
、
蕩
々
ト
シ
テ
双ナラ
ブ
ル
コ
ト
牢カタ
シ
。

是
ヲ
以
テ
、
世
間
出
世
ニ
値
フ
コ
ト
難
ク
、
聴
ク
コ
ト
難
キ
ハ
、
无
上
尊
ノ
教
カ
。
天
上
天
下
ニ
最
勝
最
尊
ニ
坐
ス
コ
ト
ハ
、
三

寶
ノ
境
界
カ
。
是
ヲ
以
テ
、
雪
山
童
子
ハ
、
八
字
ノ
為
ニ
命
ヲ
羅
刹
ニ
施
セ
リ
。
薩
埵
王
子
ハ
、
菩
提
ノ
為
ニ
身
ヲ
飢
虎
ニ
捨
テ
タ

リ
。
四
恩
ノ
中
に
報
イ
難
ク
窮
メ
難
キ
ハ
、
父
母
ノ
恩
ニ
ハ
過
ギ
ズ
。
所コノ
ユ
ヱ以ニ
、
須
闡
太
子
ハ
身
ヲ
割ホフ
リ
テ
父
母
ガ
ミ
命
イ
ノ
チヲ
済スク
ヒ
給

ヒ
、
忍
辱
太
子
ハ
眼
ヲ
穿
チ
テ
、
父
ノ
公
ノ
ミ
病
ヤ
マ
ヒを
療イヤ
セ
リ
。
然
ラ
バ
則
チ
、
恩
ヲ
荘
シ
ツ
ラヒ
徳
ヲ
厳カザ
ル
コ
ト
ハ
、
菩
薩
ノ
雅マサ
カ
ナ
ル
迹

ナ
リ
。
恩
ヲ
忘
レ
、
徳
ヲ
忘
ル
ル
コ
ト
ハ
、
凡
夫
ノ
陋
カ
タ
ク
ナナ
ル
行
ナ
リ
。
丁
蘭
ハ
木
ヲ
雕キザ
ミ
テ
母
ト
為セ
リ
。
重
尺
ハ
石
ヲ
鑿ヱ
リ
テ
父
ト

為
リ
。

（
⑭
曹
娥
ハ
肝
ヲ
砕
キ
水
ニ
入
テ
、
父
ノ
尸
ヲ
探サグ
リ
、
会
稽
ハ
血
ニ
哭
キ
墓
ヲ
旋
リ
テ
、
父
ノ
骸
ヲ
覓モト
メ
タ
リ
。）

宏
提
ハ
官
ノ
奴
ト
作
リ
テ
父
ノ
罪
ヲ
贖
ヒ
、
董
永
ハ
身
ヲ
売
リ
テ
父
ノ
尸
ヲ
葬
リ
タ
リ
。

（
⑮
重
華
ハ
（
⑯
盲
父
ヲ
擔
オ
ヒ
モ
テテ
）
歴
山
ニ
耕
タ
ガ
ヘシ
テ
、
盲
父
ヲ
作
リ
養
ヒ
、
畢

ハ
寺
ノ
側
ニ
舎ヤ
ヲ
作
リ
テ
、
老
母
ヲ
求
メ
育
ヤ
シ
ナヘ
リ
。

菜
順
ハ
桑クハ
ノ
子ミ
ヲ
採
リ
テ
母
ニ
供
シ
、
孟
仁
ハ
霜
ノ
笋
ヲ
抜
キ
テ
祖
ニ
奉
ル
。
張
敷
ハ
扇
ニ
対
ヒ
テ
母
ヲ
恋
ヒ
タ
リ
。）

然
ラ
バ
則
チ
、
至
リ
テ
貴
ク
、
至
リ
テ
寵オモ
キ
ハ
、
父
母
ナ
リ
。
忘
レ
叵カタ
ク
、
忍
ビ
叵
キ
ハ
、
親
子
ナ
リ
。
況
ヤ
復
、
三
寶
ノ
徳
海

ハ
。
広
大
无
辺
ニ
シ
テ
、
極
メ
テ
峻タカ
ク
極
メ
テ
奥フカ
ク
大オホ
マ
シ
マ

坐
ス
。
若
シ
恭
ヒ
、
礼
シ
上
タ
テ
マ
ツル
ト
キ
ニ
ハ
、
万
ノ
劫
ニ
忘
レ
給
ハ
ズ
。
片
カ
タ
カ
ドノ



一
六
一
六

報
、
片
ノ
贈
オ
ク
リ
物モノ
ヲ
バ
、
千
ノ
生
ニ
相
ヒ
佑タス
ケ
給
フ
。
長
世
ノ
勝
レ
タ
ル
君
、
久
劫
ノ
貴
キ
親
ニ
大
坐
ス
。

伏
シ
テ
惟
ミ
レ
バ
、
旦
主
、
為
ヒ
ト
ト
ナ
リ
性
、
仏
心
ヲ
具
ヘ
テ
、
深
ク
世
網
ヲ
厭
ヒ
、
自
然
ニ
悲
智
ヲ
韜ツツ
ミ
テ
、
厚
ク
浄
行
ヲ
好
ム
。
幼
キ

時
ニ
某
ノ
芳
懐
ヲ
離
レ
リ
。

【
文
意
】（
80
〜
95
行
）

今
日
、
旦
（
壇
）
主
某
甲
は
、
薬
師
三
尊
の
福
庭
を
掃はら
い
灑そそ
い
で
清
め
、
四
徳
の
宝
殿
を
美
し
く
荘
厳
す
る
。

（
⑫
薬
師
如
来
を
心
の
内
に
謹
み
敬
い
、
法
華
一
乗
の
経
と
優
れ
た
供
養
具
を
三
業
（
心
・
口
・
意
）
の
頂
に
捧
げ
る
。）

薬
師
如
来
を
供
養
し
、
法
華
八
講
の
法
会
に
奉
仕
し
よ
う
と
志
す
者
は
云
々
。
そ
れ
は
、

（
⑬
報
恩
の
た
め
の
高
い
行
で
あ
る
）

世
雄
（
仏
）
の
尊
い
徳
は
、
高
大
で
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
乗
の
妙
典
の
有
り
難
さ
は
、
広
大
で
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
世
間
と
出
世
間
に
お
い
て
値
う
こ
と
が
難
し
く
、
聞
く
こ
と
が
難
し
い
も
の
は
、
無
上
尊
の
教
え
で
あ
る
か
。

天
上
天
下
に
最
も
勝
れ
、
最
も
尊
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
三
寶
の
境
界
で
あ
る
か
。
こ
の
た
め
に
、
雪
山
童
子
は
、「
生
滅
滅

已
寂
滅
為
楽
」
と
い
う
八
字
の
半
喝
を
求
め
て
命
を
羅
刹
に
施
し
、
薩
埵
王
子
は
菩
提
を
求
め
て
身
を
飢
え
た
虎
の
親
子
の
た
め
に

捨
て
た
。

四
恩
の
中
で
報
い
が
た
く
、
窮
め
が
た
い
も
の
は
、
父
母
の
恩
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
須
闡
太
子
は
身
を
割
い

て
父
母
の
命
を
救
い
、
忍
辱
太
子
は
眼
を
穿
っ
て
父
の
公
の
ご
病
気
を
癒
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
つ
ま
り
、
恩
の
た
め
に
荘しつ
ら
え
、
徳

の
た
め
に
厳かざ
る
こ
と
は
、
菩
薩
の
尊
い
事
蹟
で
あ
り
、
恩
を
忘
れ
、
徳
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
凡
夫
の
お
ろ
か
な
行
為
で
あ
る
。
丁
蘭



東大寺諷誦文稿注釈〔三〕

一
七
一
七

は
木
を
刻
ん
で
母
と
為
し
、
重
尺
は
石
を
彫
っ
て
父
と
為
し
た
。

（
⑭
曹
娥
は
心
痛
の
余
り
入
水
し
て
父
の
遺
体
を
探
し
、
会
稽
は
血
の
涙
を
流
し
て
墓
を
旋めぐ
り
、
父
の
遺
骸
を
求
め
た
。）

宏
提
は
官
の
奴
婢
と
な
っ
て
父
の
罪
を
贖
い
、
菫
永
は
身
を
売
っ
て
父
の
葬
儀
を
し
た
。

⑮
重
華
は
（
⑯
盲
父
を
背
負
っ
て
）
歴
山
を
耕
し
て
、
盲
父
を
扶
養
し
、
畢

は
寺
の
そ
ば
に
小
屋
を
作
っ
て
、
老
母
を
養
育
し

た
。
菜
順
は
桑
の
実
を
取
っ
て
母
に
供
え
、
孟
仁
は
霜
の
つ
い
た
筍
を
抜
い
て
親
に
奉
っ
た
。
張
敷
は
形
見
の
扇
に
向
っ
て
母
を
恋

し
が
っ
た
。）

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
尊
く
、
き
わ
め
て
重
い
も
の
は
、
父
母
で
あ
る
。
忘
れ
難
く
、
忍
び
難
い
も
の
は
、
親
子
で
あ

る
。
三
宝
の
徳
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
広
大
無
辺
に
し
て
、
極
め
て
高
く
、
極
め
て
深
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
敬
い
礼
し
申
し
上
げ
る

時
は
、
万
劫
に
も
私
た
ち
を
お
忘
れ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
ほ
ん
の
少
し
の
報
恩
、
ほ
ん
の
少
し
の
布
施
を
差
し
上
げ
た
だ
け
で
も
、

千
生
の
間
私
た
ち
を
お
助
け
下
さ
る
。
永
世
の
優
れ
た
君
、
永
久
の
尊
い
親
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

伏
し
て
思
い
み
れ
ば
、
旦
主
の
性
質
は
、
仏
心
を
具
え
て
、
穢
れ
た
世
間
を
深
く
厭
い
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
慈
悲
と
智
慧
を
隠
し

包
み
、
清
浄
な
仏
行
を
好
む
。
幼
い
時
に
、
早
く
も
某
（
両
親
）
の
暖
か
い
懐
を
離
れ
た
。

【
語
注
】（
80
〜
95
行
）

80
掃ハラ
ヒ
灑ソソ
キ　
「
掃そう
さ
い灑」
は
、
掃
い
た
り
水
を
打
っ
た
り
し
て
清
め
る
こ
と
。「
藍
毘
尼
園
を
浄
く
し
掃
灑
せ
し
め
」（『
過
去
現
在
因

果
経
』
巻
第
一
）。

80
三
尊　

薬
師
如
来
の
三
尊
は
、
薬
師
如
来
・
日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩
。



一
八
一
八

80
四
徳　

さ
と
り
の
四
つ
の
徳
（
常
徳
・
楽
徳
・
我
徳
・
浄
徳
）。

81
法
華
一
乗
経　
『
妙
法
蓮
華
経
』。
原
文
は
「
一
経
乗
」。

81
八
講
之
法
会　

法
華
八
講
。
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）、
大
安
寺
の
栄
好
が
、
母
の
四
十
九
日
に
始
め
た
と
い
う
（『
三
宝
絵
』
中

十
八
）。
平
安
初
期
以
降
、
法
華
十
講
と
と
も
に
流
行
し
た
。

82
牢カタ
シ　

原
文
「
叵
」
が
加
筆
さ
れ
て
抹
消
さ
れ
た
跡
が
あ
る
。「
叵
」（
92
行
）
に
「
カ
タ
ク
」「
カ
タ
キ
」
の
仮
名
が
あ
る
。

83
値
フ
コ
ト
難
ク
、
聴
ク
コ
ト
難
キ
ハ　

世
間
に
お
け
る
値
仏
、
聴
法
の
難
。「
世
に
六
処
の
値
遇
す
べ
き
難
き
有
り
。
我
今
已
に

得
た
り
。
云
何
ぞ
当
に
悪
覚
を
し
て
心
に
居
せ
し
む
べ
き
。
何
等
を
か
六
つ
と
為
す
。
一
つ
に
は
仏
世
は
値
ひ
難
く
、
二
つ
に
は

正
法
は
聞
き
難
く
、
三
つ
に
は
怖
心
は
生
じ
難
く
、
四
つ
に
は
中
国
に
生
じ
難
く
、
五
つ
に
は
人
身
を
得
難
く
、
六
つ
に
は
諸
根

は
具
し
難
し
。
是
の
如
き
の
六
事
、得
難
く
し
て
已
に
得
た
り
」（
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
第
二
十
三
、光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
）

83
無
上
尊
ノ
教
カ　
「
ナ
リ
」
を
消
し
て
「
カ
」
と
仮
名
で
傍
書
が
あ
る
が
、「
カ
」
で
は
文
意
が
通
じ
に
く
い
。
中
田
書
で
は
「
ナ

リ
」
の
ヲ
コ
ト
点
と
し
て
い
る
が
、
仮
名
の
「
ナ
リ
」
を
消
し
て
お
り
重
複
す
る
た
め
、『
総
索
引
』
に
よ
り
仮
名
の
「
カ
」
と

し
て
お
く
。

84
雪
山
ノ
童
子　

釈
尊
の
前
生
。
雪
山
で
苦
行
し
て
い
る
時
、
羅
刹
（
悪
鬼
）
か
ら
過
去
仏
の
半
偈
「
諸
行
無
常
是
生
滅
法
」
を
聞

き
、
残
り
の
半
偈
「
生
滅
滅
已
寂
滅
為
楽
」
を
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
い
木
か
ら
身
を
投
げ
て
羅
刹
に
施
し
た
。
羅
刹
は
帝

釈
天
の
姿
に
も
ど
り
、
童
子
を
受
け
止
め
た
。『
涅
槃
経
』
巻
第
十
四
聖
行
品
、『
賢
愚
経
』
巻
第
一
、『
三
宝
絵
』
上
な
ど
。
法

隆
寺
玉
虫
厨
子
台
座
の
本
生
図
の
題
材
。
247
行
、
303
行
に
も
こ
の
前
生
譚
が
引
か
れ
て
い
る
。

84
薩
埵
王
子　

摩
訶
薩
埵
。
釈
尊
の
前
生
。
王
子
は
、飢
え
た
虎
の
親
子
の
た
め
に
、断
崖
か
ら
身
を
投
げ
た
。『
金
光
明
最
勝
王
経
』
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巻
第
十
、『
三
宝
絵
』
上
な
ど
。
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
の
「
捨
身
施
虎
」
の
題
材
。
166
行
に
も
み
ら
れ
る
。

85
四
恩　

四
恩
は
諸
説
あ
り
、こ
の
章
段
の
「
四
恩
」
が
ど
の
説
に
も
と
づ
く
か
は
不
明
。『
正
法
念
処
経
』
に
は
「
父
・
母
・
如
来
・

説
法
法
師
」
の
四
恩
が
説
か
れ
、「
甚
為
難
報
。父
母
之
恩
」
の
類
似
句
が
あ
る
（
巻
第
六
十
二
）。ま
た
、『
心
地
観
経
』
に
は
「
父

母
・
国
王
・
衆
生
・
三
宝
」
の
恩
が
説
か
れ
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
211
〜
228
行
は
、『
心
地
観
経
』
報
恩
品
（
巻
第
二
、
三
）
の

翻
案
と
見
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
（「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
第
六
十
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年

九
月
参
照
）。

85
須
闡
太
子　

須
闡
提
太
子
。
毘
婆
尸
仏
の
世
の
波
羅
奈
国
王
の
太
子
。
隣
国
に
行
く
途
中
で
食
糧
の
尽
き
た
父
王
と
母
に
、
自
ら

の
肉
を
割
い
て
供
し
た
（『
経
律
異
相
』
巻
第
三
十
一
）。

86
忍
辱
太
子　

毘
婆
尸
仏
の
世
の
波
羅
奈
国
王
の
太
子
。
父
に
自
分
の
眼
と
髄
を
薬
と
し
て
与
え
、
病
気
を
治
し
た
（『
経
律
異
相
』

巻
第
三
十
一
、『
大
方
便
報
恩
経
』
巻
第
三
）。

86
父
ノ
公　

原
文
「
父
」
の
傍
に
小
字
で
「
ノ
公
」。「
チ
チ
ノ
キ
ミ
」
と
訓
む
か
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
「
父
公
」
が
八
例
、「
父

君
」
が
六
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
父
公
」「
父
君
」
は
「
チ
チ
キ
ミ
」
と
訓
む
か
、
ま
た
は
86
行
「
父
ノ
公
」
か
ら
推
し
て
「
チ

チ
ノ
キ
ミ
」
か
。
100
行
「
母
氏
」
語
注
参
照
。

86
ミ
病
ヤ
マ
ヒ　

原
文
「
病ミ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
名
詞
に
つ
く
片
仮
名
「
ミ
」
は
、
敬
語
の
接
頭
辞
。
こ
の
「
病
」
の
ほ
か
、「
命
」

（
86
行
）、「
貌
」（
219
・
222
行
）、「
音
」（
220
行
）、「
胸
」（
223
行
）
は
、「
父
・
母
の
身
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
対
す

る
敬
語
」
で
、「
行
」（
294
行
）、「
中
」（
295
行
）
は
、「
仏
式
に
お
い
て
、
表
白
を
唱
す
る
僧
が
、
聴
衆
の
男
衆
女
衆
に
対
し
て
用

い
た
敬
語
で
あ
る
」（
中
田
242
頁
）。
ま
た
、「
オ
ホ
ミ
」
は
仏
に
つ
く
敬
語
（
115
行
「
青
蓮
ノ
晴
」
語
注
参
照
）。
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86
厳　

原
文
「
厳
カ
サ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
餝
」「
荘
」「
飾
」
に
「
カ
サ
」
の
傍
訓
が
あ
る
。
８
行
「
餝
ル
」
語
注
参

照
。

87
丁
蘭　

孝
子
の
名
。
母
が
亡
く
な
っ
た
後
、
木
を
刻
ん
で
母
と
し
て
、
こ
れ
に
仕
え
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）

87
重
尺　

未
詳
。

88
曹
娥　

孝
女
の
名
。
会
稽
の
人
。
河
で
溺
死
し
た
父
の
遺
体
を
求
め
て
入
水
し
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）

88
会
稽　

未
詳
。
孝
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
と
い
う
、
晋
の
会
稽
郡
の
会
稽
三
康
（
孔
愉
・
張
茂
・
丁
潭
）
か
。

88
宏
提　

未
詳
。

88
菫
永　

孝
子
の
名
。父
の
生
前
は
鹿
車
に
乗
せ
て
孝
を
尽
し
、亡
く
な
っ
て
は
葬
送
の
費
用
の
為
に
奴
婢
と
し
て
自
分
の
身
を
売
っ

た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）

89
葬
リ　

330
行
に
「
葬
ハ
フ
リ
ノ
墓
ヲ
モ
」
と
あ
る
。「
殯
ハ
ブ
ル
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
下
一
三
〇
）。

89
重
華　
「
重
華
（
花
）」
は
帝
舜
の
字
。
後
妻
の
言
を
聞
い
て
舜
を
殺
そ
う
と
し
た
父
に
、孝
を
尽
し
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝

子
伝
』
上
巻
）

89
擔
オ
ヒ
モ
テテ　
「
オ
ヒ
モ
ツ
」
は
、負
い
持
つ
。
背
負
う
。「
大
伴
の
遠
つ
神かむ
お
や祖の
そ
の
名
を
ば
大
久
米
主
と
於お
ひ
も
ち
て

比
母
知
弖
仕
へ
し
官
」（
大

伴
家
持
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
一
首
短
歌
」、『
萬
葉
集
』
巻
第
十
八
、
四
〇
九
四
）

89
畢
　

未
詳
。

91
菜
順　

蔡
順
。
孝
子
の
名
。
桑
の
実
を
摘
ん
で
赤
い
実
と
黒
い
実
に
選
り
分
け
て
い
る
時
、
賊
が
来
て
殺
そ
う
と
し
た
。
黒
い
実

は
甘
く
熟
し
て
い
る
の
で
母
に
供
す
る
と
言
う
と
、
賊
は
孝
に
感
じ
て
放
免
し
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）
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91
桑
ノ
子ミ　

原
文
「
桑
子ク
ハ

」
と
あ
り
、「
酢
ス
キ
子
ミ
ヲ
」（
97
行
）
の
「
子ミ
」
を
参
考
と
し
て
、「
桑クハ
ノ
ミ子（
桑
の
実
）」
と
考
え
る
。『
萬

葉
集
』、「
な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑クハ
コ子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
玉
の
緒
ば
か
り
」（
巻
第
十
二
、
三
〇
八
六
）
の
「
桑
子
」

は
蚕
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
91
行
は
「「
桑
子
」
と
あ
っ
て
も
、
蚕
で
は
な
く
、
桑
の
実
で
あ
る
」（
中
田
書
223
頁
）。

91
孟
仁　

孝
子
の
名
。
江
夏
の
人
。
母
の
た
め
に
筍
を
探
し
に
行
っ
た
が
、
冬
な
の
で
ま
だ
生
え
て
い
な
か
っ
た
。
孟
仁
が
哀
し
み

嘆
く
と
、
孝
に
感
じ
て
筍
が
生
え
て
き
て
、
母
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）

91
笋　

原
文
は
「
筝
」
と
あ
る
が
、「
笋
（
筍
）」
の
こ
と
。

91
張
敷　

孝
子
の
名
。
一
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
母
の
片
身
の
一
画
扇
を
立
派
な
箱
に
納
め
て
、
母
を
想
う
た
び
に
箱
を
開
け
て
流

涕
悲
慟
し
た
と
い
う
。（『
孝
子
伝
』
下
巻
）

92
叵カタ
ク　

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
叵　
普
可
反　

和
音
破　

カ
タ
シ　

ベ
カ
ラ
ズ
」（
仏
上
六
四
）。
82
行
「
牢カタ
シ
」
の
傍
に
「
叵
」

と
書
き
、
朱
で
抹
消
し
た
跡
が
あ
る
。

93
大
オ
ホ
マ
シ
マ
坐
ス　

主
語
は
「
三
寳
徳
海
」
で
、擬
人
的
に
敬
語
を
用
い
て
い
る
。「
大
坐
（
オ
ホ
マ
シ
マ
ス
）」「
坐
（
イ
マ
ス
・
マ
ス
）」
は
、

片
仮
名
に
準
じ
た
文
字
で
、
符
号
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
中
田
書
244
頁
）。

93
片
カ
タ
カ
ドノ　

ほ
ん
の
一
片
の
。
中
田
書
に
、「
古
文
献
中
の
最
古
例
か
」
と
あ
る
（
222
頁
）。

93
贈
物　

布
施
の
こ
と
。
北
野
本
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
布
施
」
に
「
オ
ク
リ
モ
ノ
」
の
訓
が
あ
る
。「
其
ノ
布
オ
ク
リ
モ
ノ
施
ハ
、
当
国
ノ

官オホ
ヤ
ケ
モ
ノ

者
ヲ
以
テ
充
テ
ヨ
」（
北
野
本
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
八
年
五
月
）

95
為
ヒ
ト
ト
ナ
リ
性　

生
れ
つ
き
の
性
質
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
、「
長
生
」「
天
性
」「
天
生
」「

」「
性
」
に
「
ヒ
ト
ト
ナ
リ
（
人

ト
ナ
リ
）」
の
訓
が
あ
る
。
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95
厭
ヒ　

原
文
は
「

」。

【
読
み
下
し
文
】（
96
行
〜
100
行
）

内
ニ
独
リ
思
オ
モ
ヘ惟
ラ
ク
ハ
、
正
ニ
四
恩
ヲ
報
イ
ム
ニ
ハ
、
如シ
カ
ジ
、
山
林
ヲ
出
デ
、
臨
ミ
テ
正
道
ヲ
行
ゼ
ム
ニ
ハ
。
反
リ
テ
某
ニ
離
ル
。

遠
ク
深
山
に
向
ヒ
テ
、
樹
ノ
下
、
崖
ノ
谷
ヲ
室
ト
シ
、
草
ノ
葉
、
木
ノ
皮
ヲ
衣
ト
ス
。
渋シブ
キ
果
ク
ダ
モ
ノ、苦
キ
菜
ク
サ
ビ
ラヲ
採ツ
ミ
テ
、
危
キ
露
ノ
命

ヲ
係カ
ケ
、
朽クチ
タ
ル
物
ニ
滑ナメ
リ
、
酢ス
キ
子ミ
ヲ
、
拾ヒロ
ヒ
テ
、
弱
キ
身
ヲ
助
ケ
、
百
結
ノ
衲
ツ
ヅ
リセ
ル
衣
ヲ
モ
テ
、
纔
ニ
露
ア
ラ
ハナ
ル
身
ヲ
隠
シ
、
五

綴
ノ
瓦ス
ヱ

ノ
鉢
ヲ
モ
テ
、
少ス古
シ
飲
器
ニ
充
テ
、
黄
金
白
玉
ヲ
バ
、
瓦
カ
ハ
ラ
石イシ
ト
同
ジ
ク
セ
リ
。
青アヲ
珠
赤アカ
タ
マヲ
バ
、
沙
イ
サ
コ
ツ
チ
土
ト
共
ニ
斉ヒト
シ
ク

セ
リ
。
朝
ニ
ハ
岑
ノ
上
ニ
俳
タ
ヽ
ズミ
テ
、
雲
霞
ノ
飛
ビ
交
フ
ヲ
見
テ
、
父
公
ヲ
憶
ヒ
、
夕
ニ
ハ
谷
ノ
底
ニ
居
テ
、
禽
獣
ノ
鳴
キ
遊
ブ
ヲ
聞

キ
テ
、
母
氏
ヲ
思
ヒ
出
デ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
是
ノ
如
ク
出
離
シ
テ
修
シ
テ
、
父
母
ヲ
恋
ヒ
慕シノ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
雖
モ
、
朝
夕
ニ
忍
ビ
難

シ
。
此
ニ
於
イ
テ
、
本
郷
ニ
帰
リ
至
ル
云
。

【
文
意
】（
96
行
〜
100
行
）

独
り
心
に
思
う
に
は
、
た
し
か
に
四
恩
に
報
い
る
た
め
に
は
、
山
林
を
出
て
、
親
に
向
き
合
い
、
正
道
を
行
ず
る
に
ま
さ
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
反
し
て
、
壇
主
は
某
（
両
親
）
に
遠
く
離
れ
去
っ
た
。
遠
く
深
山
に
向
か
い
、
樹
の
下
、
崖
の
谷
を
室

と
し
、
草
の
葉
、
木
の
皮
を
衣
と
し
た
。
渋
い
果
実
、
苦
い
山
菜
を
摘
ん
で
は
か
な
い
命
を
つ
な
ぎ
、
朽
ち
た
も
の
に
滑
り
、
酸
っ

ぱ
い
実
を
拾
っ
て
弱
っ
た
身
を
助
け
、
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
衣
を
も
っ
て
わ
ず
か
に
裸
の
身
を
隠
し
、
欠
け
て
つ
い
だ
陶
器
の
鉢
に

少
し
飲
食
物
を
入
れ
た
。
黄
金
や
真
珠
を
瓦
や
石
と
同
じ
も
の
と
し
、
青
い
珠
も
赤
い
珠
も
、
砂
や
土
と
等
し
い
も
の
と
し
た
。
朝
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に
は
嶺
の
上
に
た
た
ず
ん
で
、
雲
や
霞
の
飛
び
交
う
さ
ま
を
見
て
は
父
公
を
思
い
、
夕
べ
に
は
谷
の
底
に
座
り
、
鳥
や
獣
の
鳴
き
遊

ぶ
声
を
聞
い
て
、
母
氏
を
思
い
出
し
申
し
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
家
を
出
て
離
れ
、
修
行
を
し
て
、
父
母
を
恋
い
慕
い
申
し
上
げ

る
と
い
え
ど
も
、
朝
夕
に
耐
え
が
た
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
故
郷
に
帰
り
至
る
云
々
。

【
語
注
】（
96
行
〜
100
行
）

97
渋
キ
果
ク
ダ
モ
ノ

　
「
ク
ダ
モ
ノ
」
は
食
用
に
な
る
果
実
。「
果　

古
火
反
字
亦
作
菓
日
本
私
記
云
降
古
能
美
俗
云
久
多
毛
乃
」（
十
巻
本
『
和

名
類
聚
抄
』
九
）

97
菜
ヲ
採
ミ　

原
文
「
苦
菜
ク
サ
（
ヒ（朱
）ラ）
ヲ
採
ツ
ミ
」。
次
項
の
「
酢
キ
子ミ
ヲ
拾
ヒ
テ
」
と
と
も
に
、
語
順
が
漢
文
で
は
な
い
。
観
智
院

本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、「
菌
」「
蔬
」「
茄
」「
菜
」
に
「
ク
サ
ヒ
ラ
」
の
訓
が
あ
る
。

97
酢
キ
子ミ
ヲ
拾
ヒ
テ　
「
子ミ
」
は
実
の
こ
と
。
91
行
「
桑
ノ
子ミ
」
語
注
参
照
。

98
百
結
ノ
衲
ツ
ヅ
リセ
ル
衣　

原
文
「
納
」。「
衲
衣
」
は
、
古
布
を
縫
い
つ
づ
っ
た
僧
の
衣
。「
五
衲
衣
」「
百
衲
衣
」
と
も
い
う
。

98
五
綴
ノ
瓦スヱ
ノ
鉢　

破
損
し
た
も
の
を
補
綴
し
た
鉢
。
綴
盂
。
綴
鉢
。
僧
侶
の
食
器
。
律
制
で
は
、五
か
所
の
継
ぎ
目
ま
で
ま
で
は
、

新
し
い
食
器
に
取
り
替
え
ら
れ
な
い
。「
五
綴
の
木
鉢
は
牛
嚢
に
比
し
て
常
に
左
の
肱
に
繋
け
た
り
」（『
三
教
指
帰
』
巻
下
）

99
沙
イ
サ
コ
ツ
チ
土　
「
い
さ
ご
」
は
、
こ
ま
か
い
砂
。「
た
ま
き
は
る　

内
の
朝
臣
が　

腹はら
ぬ
ち内は
異い
さ
ご
佐
誤
あ
れ
や　

い
ざ
闘あ
は
な　

我
は
」（『
日

本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
三
月
歌
謡
）

100
遊
ブ
ヲ　

原
文
、「
逝
」
を
墨
で
上
書
き
し
て
「
遊
」
に
訂
正
し
て
い
る
。

100
母
氏　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
「
母
氏
」
は
十
七
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。孝
子
伝
の
引
用
な
ど
に
は
「
父
」「
母
」
と
だ
け
あ
り
、



二
四
二
四

「
母
氏
」
は
「
父
公
」「
父
君
」
と
共
に
、
檀
主
の
親
を
指
す
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
拙
稿
「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
母

氏
」
に
つ
い
て
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
三
輯
、
二
〇
一
〇
年
三
月
参
照
。）

【
読
み
下
し
文
】（
101
〜
122
行
）

内
ニ
稍
ヤ
ヲ
ヤク
惟
ヒ
忖
ハ
カ
ララ
ク
、
三
界
ノ
千
隈
ハ
、
古
自ヨ
リ
苦
シ
ビ
有
ル
区
チ
マ
タナ
リ
。
六
道
ノ
万
生
ハ
、
今
ニ
楽
シ
ビ
无
キ
身
ナ
リ
。
歳
去ユ

ケ
バ
形
モ
衰
ヘ
ヌ
。
月
来
レ
バ
、
命
モ
促ツヅ
マ
リ
ヌ
。
今
夕
は
存
ス
ト
雖
モ
、
明ア
ク

ル
旦
ハ
死
ニ
別
レ
ヌ
。
錦
綾
ニ
美
シ
ク
服ケ
レ
ド
モ
、

血
膿
ノ
汁
ノ
盈
テ
ル
池
ト
成
ヌ
。
脂
粉
ニ
塗ヌ
リ
荘カザ
レ
ド
モ
、
松
下
ノ
墨
ト
為
リ
ヌ
。
黒
髪
首
ニ
靡ナビ
ケ
ド
モ
、
反
リ
テ
白
キ
瓠
ヒ
サ
ゴト
作
リ

ヌ
。
紅
ノ
色
ノ
繊ソビ
ヤ
カ
ナ
リ
シ
肘
タ
ダ
ム
キハ
、
忽
タ
チ
マ
チニ
朽
チ
タ
ル
骨
ニ
成
ヌ
。
極
レ
ル
愛
ウ
ル
ハシ
ビ
ヲ
結
ビ
シ
夫
妻
モ
、
門
ヲ
塞フタ
キ
テ
外
ニ
避
リ
て
、

己
ガ
家
ニ
モ
入
ラ
ズ
ナ
リ
ヌ
。
至
レ
ル
悲
シ
ビ
ヲ
垂
リ
シ
親
子
モ
、
鼻
ヲ
薫フス
ベ
、
桃
ノ
笞
シ
モ
トヲ
以
テ
打
チ
テ
、
語カタ
ラ
シ
メ
ズ
ナ
リ
ヌ
。

春
ノ
野
ニ
ハ
、
彩
ウ
ル
ハシ
キ
花
、
死
シ
ニ
カ
バ
ネ
尸
ノ
辺
ニ
開
ケ
ド
モ
、
毛
ミ
ノ
ケ

堅
イ
ヨ
タ
チ
テ
採トラ
ズ
ナ
リ
ヌ
。
秋
ノ
菀ソノ
ニ
ハ
、
甘
キ
菓
、
白
骨
ノ
側
ニ
生ナ
レ

ド
モ
、
驚
キ
畏
レ
テ
捨
テ
走
リ
ヌ
。

是
ノ
如
キ
身
命
ノ
為
ニ
、
罪
福
因
果
ヲ
モ
顧
ズ
シ
テ
、
多
ク
違
教
違
理
ノ
罪
ヲ
造
リ
、
三
途
八
難
ヲ
モ
恐
リ
ズ
シ
テ
、
自
作
教
他

ノ
悪
ヲ
犯
ス
。
是
ノ
如
キ
罪
ニ
由
リ
テ
、
独
リ
車
ノ
輪ワ
ノ
如
ク
ニ
、
四
生
ノ
区
ニ
廻
リ
ツ
ヽ
、
百
タ
ビ
嘆
ケ
ト
モ
何
ゾ
及
バ
ム
。

但
シ
有
リ
、
功
徳
ノ
大
助
ノ
ミ
、
現
在
当
来
ノ
勝
粮
ト
ハ
成
ベ
シ
ト
シ
テ
。
此
ニ
由
リ
テ
、
父
母
ノ
現
在
安
穏
大
期
ノ
時
ヲ
荘
厳

シ
テ
引
導
セ
ラ
レ
シ
メ
ム
。
自
ラ
モ
亦
、
自
利
々
他
ノ
善
事
ノ
於ウヘ
ニ
、
悉
ク
災
難
ヲ
除
キ
、
命
終
ニ
臨
ム
時
ニ
ハ
、
浄
瑠
璃
浄
土
ニ

往
生
セ
ム
。
村
里
ノ
道
俗
、
同
ジ
ク
護
念
セ
ラ
レ
テ
、
福
寿
ヲ
増
長
セ
ム
。
広
ク
ハ
生
々
ノ
四
恩
、
五
趣
ノ
四
生
、
普
ク
此
ノ
願
ニ

資
ケ
ラ
レ
テ
、
苦
ヲ
離
レ
楽
ヲ
得
シ
メ
ム
ト
シ
テ
、
深
ク
薬
師
如
来
ノ
真
ノ
身
、
妙タヘ
ナ
ル
躰
ヲ
慕シホ
ヒ
給
ヘ
リ
。
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二
五
二
五

仰
ギ
テ
、
現
在
当
来
ノ
法
ノ
親
、
聖
ノ
君
ト
憑
ミ
上
リ
テ
、
敬
ミ
テ
、
万
徳
ノ
金
容
ヲ
造
リ
上
タ
テ
マ
ツリ
、
謹
ミ
テ
、
福
智
、
又
百
福
ノ

相
好
ヲ
図
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
工
ハ
此
レ
世
間
ノ
巧
ナ
リ
ト
雖
モ
、
天
上
ノ

紐
ノ
美テ
ヲ
極
メ
タ
リ
。
珎
ハ
乃ナイ
シ
人
間
ノ
寶
ト
雖
モ
、

浄
土
ノ
无
漏
ノ
荘
ヲ
尽
セ
リ
。
満
月
ノ
顔
容
ハ
東
土
ノ
真
ノ
容カホ
ヲ
開
キ
、
紫
金
ノ
妙
躰
ハ
琉
璃
界
ノ
実
ノ
相
カ
タ
チヲ
示
セ
リ
。
青
蓮
ノ
睛
オ
ホ
ミ
メ

ハ
、
引
接
ノ
悲
シ
ビ
ノ
睫
オ
ホ
ミ
マ
ナヲ垂
リ
タ
リ
。
頻
婆
ノ
口
ハ
、
教
授
ノ
慈
音
ヲ
吐イダ
セ
リ
。
仰
ギ
テ
視
レ
バ
、
忽
ニ
億
生
ノ
重
キ
罪
ヲ
免
レ
、

俯
シ
テ
（
⑰
剋キザ
シ
）
念
ヘ
バ
、
俄
カ
ニ
万
劫
ノ
善
因
ヲ
生
ズ
。
仏
子
ノ
本
懐
、
父
母
ノ
二
所
、
尊
容
ノ
前
ニ
参
リ
テ
、
恭
敬
供
養

シ
上
リ
テ
、
浄
土
ノ
妙
因
ヲ
裹ツツ
マ
シ
ム
。

念
、
行
ト
相
違
シ
テ
、
父
ハ
某
年
月
日
ヲ
以
テ
長
逝
シ
、
母
氏
ハ
某
年
月
日
ヲ
以
テ
没
逝
シ
タ
マ
フ
。

爰ココニ
仏
子
、
百
重
ノ
深
キ
孝
ニ
沈
ミ
、
難
陀
ノ
信
供
ヲ
設
ケ
テ
、
今
日
、
善
来
ノ
聖
衆
を
供
養
シ
上
ル
。

（
⑱
哀
哉
、
今
日
ノ
法
事
ハ
二
親
存
生
ノ
日
ニ
、
遂ハタ
シ
行
ヒ
奉
仕
シ
テ
、
見
聞
セ
シ
ム
可
キ
物
ヲ
、
何
ゾ
法
会
ヲ
隔
テ
テ
哀
シ
ビ

ノ
涙
ヲ
覲ミ
ソ
己
ナ
ハ
サ
ズ
ア
ラ
ム
。）

所
設
ノ
供
具
ハ
、
事己ト
己
ト々ニ
清
浄
ニ
シ
テ
、
諸
仏
ノ
摂
受
シ
タ
マ
フ
ニ
堪
ヘ
タ
リ
。
所
修
ノ
善
業
ハ
、
物モノ
モ
ノ々ニ
美
麗
ニ
シ
テ
、
菩
薩

ノ
影
向
シ
タ
マ
フ
ニ
足
レ
リ
。

【
文
意
】（
101
〜
122
行
）

心
に
よ
う
や
く
思
案
す
る
に
は
、
三
界
の
隅
々
ま
で
、
古
よ
り
苦
の
あ
る
世
界
で
あ
る
。
六
道
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
は
、
今
も
楽

し
み
の
な
い
身
で
あ
る
。
年
が
過
ぎ
れ
ば
、
姿
形
も
衰
え
て
し
ま
う
。
月
が
来
る
た
び
に
、
命
も
縮
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
夕
べ
は

生
き
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
あ
く
る
朝
に
は
死
に
別
れ
て
し
ま
う
。
錦
や
綾
で
身
体
を
美
し
く
着
飾
っ
て
も
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
血



二
六
二
六

や
膿
の
汁
の
満
ち
た
池
に
な
る
。
紅
や
お
白
粉
で
顔
を
美
し
く
塗
り
飾
っ
て
も
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
松
の
下
の
黒
い
墨
と
な
る
。
黒

髪
が
首
に
な
び
い
て
も
、
所
詮
は
白
い
瓢
箪
の
よ
う
な
髑
髏
に
な
っ
て
し
ま
う
。
紅
の
し
な
や
か
な
腕
は
、
た
ち
ま
ち
朽
ち
た
骨
に

な
っ
て
し
ま
う
。
最
高
の
愛
情
で
結
ば
れ
た
夫
婦
も
、
死
ん
で
し
ま
え
ば
門
を
塞
い
で
家
の
外
に
去
っ
て
し
ま
い
、
再
び
我
が
家
に

入
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
至
高
の
愛
情
を
注
ぎ
あ
っ
た
親
子
も
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
火
葬
の
煙
で
鼻
を
い
ぶ
し
、

桃
の
枝
の
鞭
で
遺
体
を
打
ち
、
二
度
と
互
い
に
語
り
あ
う
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
春
の
野
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
、
遺

体
の
そ
ば
に
咲
い
て
い
て
も
、
身
の
毛
が
よ
だ
っ
て
、
花
を
摘
む
こ
と
は
な
い
。
秋
の
庭
園
に
は
、
甘
い
果
実
が
、
白
骨
の
側
に
生
っ

て
い
て
も
、
驚
き
恐
れ
て
果
実
を
捨
て
て
走
り
逃
げ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
は
か
な
い
身
命
の
た
め
に
、
我
々
は
、
因
果
応
報
の
罪
福
を
も
顧
み
ず
、
異
教
や
異
理
に
従
う
多
く
の
罪
を
作
り
、

三
途
八
難
を
も
恐
れ
ず
、
自
分
で
も
罪
を
作
り
、
人
に
も
悪
を
犯
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
に
よ
っ
て
、
孤
独
に
、
車
輪
の
よ
う
に

四
生
の
世
界
を
輪
廻
し
な
が
ら
、
百
た
び
嘆
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

た
だ
し
、
み
仏
の
功
徳
の
大
助
だ
け
が
、
現
世
と
来
世
の
旅
の
良
き
糧
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
み
仏
を
荘
厳
し
て
、
父

母
が
現
在
世
に
悟
り
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
引
導
を
お
願
い
す
る
。
自
分
も
亦
、
自
利
利
他
の
善
事
を
行
い
、
こ
と
ご
と
く
災
難

を
除
き
、
臨
終
の
と
き
に
は
、
薬
師
如
来
の
浄
瑠
璃
浄
土
に
往
生
で
き
ま
す
よ
う
に
。
村
里
の
道
俗
た
ち
も
、
同
じ
よ
う
に
守
護
さ

れ
、
長
寿
に
あ
ず
か
り
ま
す
よ
う
に
。
広
く
は
生
々
に
四
恩
を
受
け
た
も
の
、
五
趣
の
四
生
の
す
べ
て
が
、
普
く
こ
の
願
に
助
け
ら

れ
て
、
苦
を
離
れ
楽
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
お
願
い
す
る
。
深
く
、
薬
師
如
来
の
真
の
身
、
妙
な
る
お
姿
を
お
慕
い
申

し
上
げ
る
。

仰
ぎ
み
て
、
現
世
と
来
世
の
法
の
親
、
聖
の
君
と
お
頼
み
申
し
上
げ
て
、
謹
ん
で
、
仏
の
あ
ら
ゆ
る
徳
に
満
ち
た
、
金
色
の
お
姿
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二
七
二
七

の
仏
身
を
お
造
り
申
し
上
げ
、
福
智
、
ま
た
百
福
の
相
好
を
描
き
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
は
こ
の
世
間
の
巧
み
の
者
と
い
え
ど
も
、
天

上
の

紐
天
の
美
技
を
極
め
て
い
る
。
飾
る
珠
は
人
間
の
宝
と
い
え
ど
も
、
浄
土
の
清
ら
か
な
荘
厳
を
尽
し
た
。
満
月
の
顔
容
は
東

の
浄
土
の
真
の
顔
容
を
開
き
、
紫
金
の
妙
体
は
浄
瑠
璃
浄
土
の
ま
こ
と
の
か
た
ち
を
示
し
た
。
青
蓮
の
お
眼
は
引
接
の
慈
悲
の
睫
毛

を
伏
せ
、
赤
い
頻
婆
の
実
の
よ
う
な
お
口
は
、
衆
生
に
教
授
す
る
慈
悲
の
声
音
を
発
す
る
。
仏
の
お
姿
を
仰
ぎ
み
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

に
、
億
生
の
重
罪
を
免
れ
る
。
伏
し
て
お
姿
を
念
ず
れ
ば
、
に
わ
か
に
万
劫
の
善
因
を
生
じ
る
。
仏
弟
子
で
あ
る
旦
主
の
本
懐
は
、

父
母
の
お
二
人
で
あ
る
。
尊
容
の
前
に
参
り
、
恭
敬
供
養
し
た
て
ま
つ
り
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
妙
因
を
お
二
人
の
た
め
に
つ
つ
ま

せ
る
。

願
い
と
行
と
相
違
し
て
、
父
は
某
年
月
日
を
も
っ
て
亡
く
な
り
、
母
氏
は
某
年
月
日
を
も
っ
て
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
仏
弟
子
は
、
百
重
の
深
い
孝
心
に
沈
み
、
貧
女
難
陀
の
一
灯
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
法
会
を
設
け
て
、
今
日
、
善
来
の
聖

衆
を
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。（
⑱
哀
し
き
か
な
。
今
日
の
法
事
は
、
両
親
が
存
生
の
日
に
果
た
し
行
い
奉
仕
し
て
、
ご
見
聞
さ
せ
る

べ
き
も
の
を
。
ど
う
し
て
法
会
を
へ
だ
て
て
悲
し
み
の
涙
を
お
見
せ
し
な
い
で
は
い
ら
れ
よ
う
か
）

設
け
た
供
具
は
こ
と
ご
と
く
清
浄
で
あ
り
、
諸
仏
が
お
受
け
取
り
な
さ
る
の
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。
修
し
た
善
業
は
す
べ
て
の

物
が
美
麗
で
、
菩
薩
が
回
向
な
さ
る
の
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。

【
語
注
】（
101
〜
122
行
）

101
内
ニ
稍
ヤ
ヲ
ヤヤ
ク
惟
ヒ
忖
ハ
カ
ララ
ク　

原
文
「
稍
ヤ
ヲ
」。「
平
安
初
期
以
後
か
ら
「
ヤ
ヤ
ク
」「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
が
現
れ
る
。
そ

の
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
が
、
母
音
の
連
接
を
避
け
て
、「
ヤ
ク
ヤ
ク
」「
ヤ
ヲ
ヤ
ク
」
に
進
ん
だ
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
語
は
推
定
に



二
八
二
八

よ
っ
た
」（
中
田
書
233
頁
）。「
惟
忖
」
は
、『
法
華
経
』
に
例
が
あ
る
（
築
島
「
小
見
」
551
頁
）。

101
区　
「
区　
チ
マ
タ　

サ
カ
ヒ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
上
六
十
三
）。「
区
界
チ
マ
タ
」（『
大
唐
西
域
記
』
長
寛
元
年
点
│
七
）

101
六
道
ノ
万
生　

六
道
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
。
六
道
は
、衆
生
が
輪
廻
す
る
迷
い
の
世
界
。
天
・
人
・
阿
修
羅
・
畜
生
・
餓
鬼
・

地
獄
の
六
つ
の
世
界
。

102
明アク
ル
旦　

原
文
「
明
ア
ス
旦
」
の
「
ス
」
を
消
し
て
「
ク
ル
」
と
し
、「
明
ク
ル
旦
」
と
し
て
い
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』

で
は
「
明
日
「
明
」「
明
朝
」「
翌
日
」
に
「
ア
ス
」
の
訓
が
あ
る
。

103
松
下
ノ
墨　

松
は
墓
の
象
徴
。
21
行
「（
青
）
松
」
語
注
参
照
。

103
瓠
ヒ
サ
コ　
「
瓠
ヒ
サ
（
ヒ
サ
ゴ
）」
は
、
夕
顔
や
瓢
箪
な
ど
の
総
称
。
327
行
の
「
杓
ヒ
サ
（
ヒ
サ
ゴ
）」
は
、
水
を
汲
む
道
具
、
柄
杓
の
こ
と
。

103
繊ソビ
ヤ
カ
ナ
リ
シ
肘
タ
ダ
ム
キ

　

原
文
に
「
繊
ソ
ヒ
」
と
あ
り
、「
繊
」
は
「
ソ
ヒ
カ
ニ
」
ま
た
は
「
ソ
ヒ
ヤ
カ
ニ
」。「
繊
ソ
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ
」（
観
智

印
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
中
一
一
五
）。「
繊
長　

思
廉
反
繊
小
也
細
謂
之
繊　

倭
言
蘇

加
尓
」（
石
山
寺
本
『
大
般
若
経
音
義
』

中
巻
）。「
た
だ
む
き
」
は
、
腕
の
、
肘
か
ら
手
首
ま
で
。
若
い
女
性
の
ほ
っ
そ
り
し
た
腕
を
い
う
。
仏
典
で
は
「
繊
長
な
る
臂
肘
」

は
仏
の
形
容
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
三
十
二
相
の
「
た
く
づ
の
の
白
き
多た
だ
む
き

陀
牟
岐
沫
雪
の
若
や
る
胸
を
」（『
古
事
記
』
上
巻
）。

「
臂
音
比
訓
多
太
牟
枝
（
技
）
肘
比
地
」（『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
下
巻
）。「
臂ヒヂ

肘
タ
ヾ
ム
キ
繊
か
に
長
（
く
）
し
て
立
ち
た
ま
ふ
ト
キ
に
は

膝
に
過
（
ぎ
）
て
」（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
蓮
花
喩
讃
品
、
平
安
初
期
点
）。「
肘
字
臂
字
共
に
タ
ヾ
ム
キ
と

訓
じ
、
同
じ
臂
字
を
タ
ヾ
ム
キ
と
も
ヒ
ヂ
と
も
訓
じ
た
ら
し
く
、
已
に
全
く
混
淆
し
て
し
ま
っ
た
や
う
で
あ
る
。」（『
西
大
寺
本

金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
七
七
頁
）。

104
極
レ
ル　
「
極
」
の
傍
に
「
テ
」、
下
に
「
レ
ル
」
が
あ
る
が
、「
極
レ
ル
」
と
し
て
お
く
。
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二
九
二
九

104
愛
ウ
ル
ハシ
ビ
ヲ
結
ビ
シ　

仏
典
語
で
は
、「
愛
」
も
「
結
」
も
煩
悩
の
こ
と
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
愛
」
に
「
メ
ク
ラ
ニ
」

（
216
行
）「
ツ
ミ
カ
タ
シ
」（
225
行
）
の
仮
名
を
記
し
た
例
が
あ
る
。

104
塞フタ
キ
テ　

原
文
「
塞
フ
タ
キ
」。「
フ
タ
ク
」
は
「
掩
フ
タ
キ
」（
170
行
）
も
み
え
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
が
動
詞
「
ふ
た
ぐ
」（
ふ

た
を
す
る
こ
と
）
の
仮
名
書
き
の
最
古
例
か
。

104
薫フス
ベ　
「
ふ
す
ぶ
」
は
、
煙
を
立
た
せ
る
、
い
ぶ
す
。
火
葬
の
煙
を
い
う
か
。

105
桃
ノ
笞
シ
モ
ト　

桃
の
木
で
作
っ
た
む
ち
、
ま
た
は
杖
。
火
葬
の
時
に
用
い
る
道
具
か
。「
爰
に
景
戒
の
魂
神
、
身
を
焼
く
辺
に
立
ち
て

見
れ
ば
、意
の
如
く
に
焼
け
ず
。
す
な
は
ち
自
づ
か
らし
も
とを
取
り
、焼
か
る
る
己
が
身
を
つ

き
串
し
挽
し
て
、返
し
焼
く
」（『
日

本
霊
異
記
』
下
巻
第
三
十
八
縁
）。
257
行
に
は
、「
利
キ
木
」
で
遺
体
を
焼
い
た
描
写
が
あ
る
。

105
語
ラ
シ
メ
ズ　

原
文
「
語
カ
タ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
、「
カ
タ
ラ
フ
」
は
「
談
」「
話
」
で
表
記
し
て
い
る
。
66
行
語
注

参
照

107
三
途
八
難　

33
行
「
三
途
八
難
」
語
注
参
照
。

108
輪　

原
文
「
輪
車
ノ
ワ」。「
車
」
を
「
く
る
ま
」
の
正
訓
仮
名
と
し
て
使
用
。こ
の
用
法
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
。

「
軾
車
ノ
ト
ジ
キ
ミ
」（
僧
中
八
五
）「
車
ノ
コ
ヱ
」（
僧
中
九
三
）
な
ど
。

108
有
リ　

原
文「
有
ア
リ
」。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』の
他
の
個
所
で
は
、「
有
」は
活
用
語
尾
や
助
動
詞
の
み
仮
名
を
付
け
て
い
る
。「
有

リ
シ
」（
43
行
）「
有
シ
有
レ
バ
」（
66
行
）
な
ど
。

108
四
生　

四
生
は
、
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
。

108
現
在
当
来
ノ
勝
粮　

108
行
末
に
「
ノ
」、
続
い
て
109
行
頭
に
「
之
」
が
あ
り
、「
之
」
を
「
ノ
」
と
訓
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と



三
〇
三
〇

が
わ
か
る
。

109
安
穏
大
期　

原
文
は
「
隠
」。
さ
と
り
の
境
地
。

109
引
導　

原
文
は
「
引
道
」。
仏
道
に
引
き
導
く
こ
と
。
特
に
、
葬
儀
で
導
師
が
死
者
を
教
化
し
て
、
さ
と
り
に
導
く
こ
と
。

109
自
利
利
他　

自
ら
は
悟
り
を
求
め
、
他
に
は
救
済
を
行
う
、
菩
薩
の
実
践
。

110
浄
瑠
璃
浄
土　

東
方
に
あ
る
薬
師
如
来
の
浄
土
。
63
行
「
瑠
璃
寶
宮
」。

111
五
趣　

五
道
。
衆
生
が
輪
廻
す
る
迷
い
の
五
つ
の
世
界
。
天
・
人
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
。
阿
修
羅
を
加
え
る
と
、六
趣
（
六
道
）

に
な
る
。

111
慕シホ
ヒ
給
ヒ　
「
シ
ホ
フ
」
は
、
他
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
語
。

114
天
上
ノ

紐　

劫
初
に
現
れ
た
諸
神
の
一
、

紐
天
か
。
ま
た
は
、
工
作
の
神
、
毘
首
羯
摩
の
こ
と
か
（
48
行
「
毘
首
」
語
注
参

照
）。
仏
の
相
好
は
、
天
の
工
師
毘
首
羯
摩
に
も
化
作
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。「
是
の
毘
首
羯
摩
は
一
世
に
是
の
智
慧
を
得
る
も
、

是
の
輪
相
は
無
量
劫
の
智
慧
よ
り
生
ず
。
是
を
以
て
の
故
に
毘
首
羯
摩
も
化
作
す
る
こ
と
能
は
ず
、何
に
況
ん
や
世
の
工
師
を
や
」

（『
大
智
度
論
』
巻
第
四
）。

114
无
漏　

無
漏
は
、
漏
れ
出
る
不
浄
な
も
の
の
な
い
こ
と
。
煩
悩
の
な
い
こ
と
。

114
満
月
ノ
顔
容　

仏
の
顔
は
満
月
に
譬
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
仏
は
荘
厳
の
身
に
し
て
、大
光
満
月
の
面
な
り
。」（『
大
智
度
論
』

巻
第
二
）。「
面
貌
は
円
に
明
な
る
こ
と
満
月
の
如
し
」（『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
、
蓮
花
喩
讃
品
）、「
面
ハ
円
ナ
ル
コ
ト
満

月
ニ
同
ジ
」（『
三
宝
絵
』
上
序
）

114
東
土　

東
方
の
薬
師
如
来
の
浄
瑠
璃
浄
土
。
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114
紫
金
ノ
妙
躰　

仏
の
三
十
二
相
の
う
ち
の
身
金
色
相
。「
身
の
色
は
光
り
明
に
し
て
常
に
普
く
照
ら
し
た
ま
ふ
こ
と
、
譬
へ
ば
鎔

か
せ
る
金
の
妙
に
し
て
無
比
な
る
が
如
し
」（『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
、
蓮
花
喩
讃
品
）、「
紫
磨
金
ノ
膚
ヘ
ハ
輝
テ
塵
リ
無

シ
」（『
三
宝
絵
』
上
序
）。

115
青
蓮
ノ
晴
オ
ホ
ミ
メ

　

三
十
二
相
の
う
ち
の
目
金
色
相
。「
二
十
九
に
は
真
青
の
眼
の
相
な
り
。
好
き
青
蓮
華
の
如
し
」（『
大
智
度
論
』
巻

第
四
）。「
眼
ハ
青
キ
蓮
ニ
喩
ヘ
」（『
三
宝
絵
』
上
序
）。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
「
オ
ホ
ミ
」
は
仏
に
対
す
る
敬
語
で
、
名
詞

に
付
く
。
次
項
の
「
睫
オ
ホ
ミ
マ
ナ
」、「
自
オ
ホ
ミ
テ
ヅ
カ
ラ
」（
170
行
）、「
臂
オ
ホ
ミ
タ
ヾ
（
む
き
）」（
273
行
）。
片
仮
名
以
外
の
表
記
に
、「
大

御
供
養
」（
29
行
）「
大
御
恩
」（
177
行
・
179
行
）
が
み
ら
れ
る
。

115
引
摂
ノ
悲
シ
ビ
ノ
睫
オ
ホ
ミ
マ
ナ

　
「
引
摂
」
は
引
導
摂
取
。
三
十
二
相
の
う
ち
の
牛
王
睫
相
。「
三
十
に
は
牛
の
眼
睫
の
相
な
り
。
牛
王
の
眼

睫
長
好
に
し
て
乱
れ
ざ
る
が
如
し
」（『
大
智
度
論
』
巻
第
四
）。

115
頻ビン
バ婆
ノ
口　

頻
婆
は
、
赤
色
の
果
実
。
仏
の
唇
の
赤
さ
の
形
容
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
唇
の
色
は
赤
ら
か
に
好
き
こ
と
頻

婆
の
喩
し
」（『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
、蓮
花
喩
讃
品
）、「
頻
婆
果
者
其
果
似
此
方
林
檎
之
極
鮮
明
赤
褚
也
」（『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』

下
巻
）、「
唇
ハ
赤
キ
菓コノ
ミ
ニ
等
シ
」（『
三
宝
絵
』
上
序
）

115
吐イダ
セ
リ　

原
文
「
吐
イ
タ
」。
こ
の
「
イ
タ
」
の
仮
名
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
は
「
吐
イ
タ
リ
」
と
読
む
と
し
た
が
、
春
日
政
治
は

「
吐
」
は
「
出
也
」
と
い
う
訓
が
あ
る
の
で
、「
イ
ダ
ス
」
か
「
イ
ダ
シ
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
中
田
は
「
仮
名
の
記
し
方
の
方

針
・
習
癖
か
ら
見
て
」、「
イ
タ
ス
」「
イ
タ
シ
」
の
頭
部
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
（
中
田
書
189
頁
）。

117
俯
シ
テ　

原
文
は
「
府
」。

119
爰
ニ　

原
文
「
愛
」
を
墨
で
上
書
き
し
て
「
爰
」
に
訂
正
し
て
い
る
。



三
二
三
二

119
難
陀
ノ
信　

釈
迦
の
在
世
、
貧
女
の
難
陀
は
一
銭
を
も
っ
て
油
を
買
い
、
仏
に
一
灯
を
捧
げ
た
（『
賢
愚
経
』
巻
第
三
）。
い
わ
ゆ

る
「
貧
女
（
貧
者
）
の
一
灯
」。

121
覲ミ
ソ
己
ナ
ハ
ズ
ア
ラ
ム　
「
み
そ
こ
な
ふ
」
は
、
尊
敬
の
動
詞
の
「
み
す
」
の
連
用
形
に
、「
行
う
」
に
尊
敬
の
助
動
詞
「
す
」
を

添
え
た
「
お
こ
な
は
す
」
が
つ
い
て
変
化
し
た
語
。「
訓
点
本
類
に
、
一
、
二
例
見
ら
れ
る
が
、
極
め
て
珍
し
い
例
と
し
て
、
貴

重
な
存
在
と
さ
れ
よ
う
」（
中
田
248
頁
）

121
事
々
ニ　

原
文
「
事己ト
己
ト々」。「「
コ
ト
コ
ト
ニ
」
で
、副
詞
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
副
詞
と
す
る
と
、「
モ
ノ
モ
ノ
」
も
副
詞
と
な
る
か
」

（
中
田
233
頁
）。

122
影
向　

廻
向
。
自
分
が
行
っ
た
功
徳
を
、
他
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
。

本
稿
は
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
特
別
研
究
助
成
「
平
安
初
期
に
お
け
る
仏
教
法
会
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
研
究
」
の
成
果
で

あ
る
。


